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J. Dischreit 著： N~ipeitliche Verfahren zur Verb泊tungder Wundinfektion; Veb Carl Marhold 
V官時唖g・Halle(Sa.ale）発行p A5版＇ 138頁， DM14,60. 
過去10年を通じ作学療券剤と抗生物質が広〈一般に
使用される様になるに従って，手術領域及び一般臨床
領域において，厳事なる無碕ということが或る程度な
おざりにされて来たことは否めない．しかし今日，多
くの耐性菌が現れ抗生物質賞金時代に危機が訪れて来
ると，手術領域における無菌的体制の理論的，実験基
礎づけに対し，改めて真剣怠検討が加えられなくては
ならない．
この論文は4部よりなり，著者は先づ第1部で生体
の防禦態勢の検査及び創傷感染と焦点病巣の関係を取
り上げ，生体の防禦機転は非常に複雑で我々の検査方
法では十分に捕え得ないが，創傷感染に対し非常に意
義深いものであることを明かにしている．第2部では
手術中の感染源を明かにする為，手術野，手術器具、
手術室の床，壁，手術室及び附属室の空気等に就き系
，，統的な細菌学的検査を行いp 空中細菌による手術野及
び手術器具の汚染が多くの手術時感染を説明するもの
であることを示し，更に臨床業務における病源菌伝搬
に対する防禦処置並びに術前，術中p 術後における感
染予防措置について具体的に詳述している．第3部で
た紫外線による空気感染の防禦が非常に有効であるこ
とを示し，第4部では創傷感染との闘いの歴史を物語
払抗生物質の使用例，耐性蔚の問題にもふれてい
る．最後に著者はp 以上の豊富な実験資料及び臨床例
を基とし，手術創が一次的に治癒しp 合併症をみるこ
となく良好な術後経過をたどる為には，詳細な解剖学
的智識，綿密な止血，と同時に厳重な無菌状態の維持
を前提とした完全な手術技何に待たねばならないこと
はp 今日といえども変りはないことを強調している．
生活条件の非常に惑かった1945～46年の資料をその
ま》に受け入れることには，いささかためらいを＿:P
え，且全体を通じて空気感染が余りにも重視されてい
る様にも思われるが，この論文は今日幾分ないがしろ
にされている分野に再び正しい理解を与え，経験深い
外科医に対しても重大な関心を喚起するであろう
（石川進入
